
����������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

第
８
弾
の
配
布
開
始

Ｇ
Ｋ
Ｐ

「
ト
イ
レ
ひ
と
大
賞
」を
募
集

日
本
ト
イ
レ
研
究
所

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
優
れ
た
取
り
組
み
や
技
術
開
発
を
称
え
広
く
紹
介
す
る
こ
と
で
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
」
の
表
彰
式
が
９
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合

同
庁
舎
２
号
館
講
堂
で
開
か
れ
た
。
昨
年
に
続
く
第
２
回
と
な
っ
た
今
回
は
、
�
団
体
が
受
賞
。
各
省
が
所
管
す
る
分

野
か
ら
優
良
事
例
が
並
ぶ
中
、
上
下
水
道
の
取
り
組
み
も
受
賞
し
て
い
る
。
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
全
体
が
老
朽
化
の
課
題

に
直
面
す
る
中
に
あ
っ
て
、
上
下
水
道
も
様
々
な
工
夫
や
技
術
開
発
で
そ
れ
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
上
下
水

道
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
今
後
に
注
目
し
た
い
。

■
７
月
２３
日
付
で
水
質
管
理
官
に

「
お
帰
り
な
さ
い
！
」

着
任
の

知
ら
せ
を
聞
い
て
こ
の
言
葉
を
か
け

た
水
道
関
係
者
も
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
技
術
係
長
と
し
て
在
籍

し
て
以
来
�
数
年
ぶ
り
の
水
道
課


復
帰

だ
。

「
久
し
ぶ
り
に
水
道
に
戻
っ
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
水
道
水
質
は
初
め

て
で
す
か
ら
、
日
々
勉
強
で
す
。
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ
が
国

で
は
常
に
安
心
・
安
全
な
水
が
供
給

さ
れ
て
い
て
、
実
際
に
水
道
に
携
わ

ら
れ
て
い
る
水
道
事
業
者
の
皆
さ
ま

に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

管
理
官
就
任
の
感
想
を
率
直
に
そ

う
話
す
。
着
任
し
た
の
は
西
日
本
豪

雨
の
対
応
の
真
っ
た
だ
中
。「
一
日

も
早
い
復
旧
を
目
指
し
て
各
地
か
ら

応
援
に
駆
け
付
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
関
係
者
の
連
携
に
は
頭
の
下
が

る
思
い
で
す
」
と
続
け
た
。

■

水
の
仕
事

が
多
か
っ
た

こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返

る
と
「
水
の
仕
事
が
多
か
っ
た
」
の

だ
と
い
う
。
技
術
係
長
は
平
成
�
年

４
月
か
ら
。
こ
の
年
の
６
月
に
最
初

の
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
公
表
さ
れ

る
。

「
私
が
来
た
時
に
は
ほ
ぼ
出
来
上

が
っ
て
い
た
の
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏

ま
え
た
対
策
や
課
題
へ
の
対
応
が
主

な
業
務
で
し
た
。
い
ま
、
水
道
法
改

正
案
が
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
い
か
に
計

画
的
に
更
新
す
る
か
、
人
口
が
減
少

し
て
い
く
中
で
い
か
に
経
営
基
盤
を

強
化
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
当

時
か
ら
課
題
で
し
た
。
技
術
係
長
時

代
に
は
新
潟
・
福
島
豪
雨
や
多
く
の

台
風
上
陸
、
新
潟
県
中
越
地
震
も
あ

り
ま
し
た
。
や
は
り
災
害
対
策
は
変

わ
ら
な
い
課
題
で
す
」

平
成
�
年
７
月
か
ら
は
内
閣
府
沖

縄
振
興
局
に
在
籍
。
沖
縄
県
の
本
島

北
部
の
ダ
ム
及
び
河
川
か
ら
導
水
す

る
「
西
系
列
水
源
開
発
事
業
」（
昭

和
�
年
～
平
成
�
年
）
な
ど
に
携
わ

っ
た
。
２
年
の
在
籍
期
間
中
、
沖
縄

出
張
は
�
回
を
数
え
、
建
設
中
の
導

水
ト
ン
ネ
ル
の
視
察
や
離
島
に
何
度

も
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
想
い
出
に
残

っ
て
い
る
と
い
う
。

環
境
省
の
地
下
水
・
地
盤
環
境
室

在
籍
時（
平
成
�
年
７
月
～
）に
は
、

水
質
汚
濁
防
止
法
の
改
正
に
伴
う
政

省
令
改
正
に
携
わ
る
。
工
場
・
事
業

者
か
ら
有
害
な
物
質
が
漏
出
し
て
地

下
水
が
汚
染
さ
れ
る
の
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
も
の
で
、
施
設
の
構
造
に

関
す
る
基
準
や
点
検
の
詳
細
な
内
容

を
定
め
た
。「
飲
用
井
戸
の
汚
染
防

止
に
も
役
立
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」
と
振
り
返
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、水
環
境
課
在
籍
時（
平

成
	
年
７
月
～
）
に
は
、
水
質
汚
濁

に
か
か
る
環
境
基
準
の
改
正
に
携
わ

っ
た
。「
環
境
の
水
質
基
準
は
実
は

水
道
の
水
質
基
準
を
参
考
に
し
て
い

る
ん
で
す
」
と
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ

レ
ン
の
基
準
改
正
や
、
そ
の
他
に
も

水
生
生
物
の
生
存
・
保
存
の
た
め
の

底
層
溶
存
酸
素
量
の
基
準
を
策
定
し

た
こ
と
を
印
象
深
い
仕
事
と
し
て
挙

げ
て
く
れ
た
。

■
ク
リ
プ
ト
対
策
指
針
の
改
正
や

基
準
見
直
し

水
道
水
質
管
理
官
と
し
て
の
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
て
１
カ
月
。
当
面
取
り

組
む
こ
と
は
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ

ウ
ム
等
対
策
指
針
の
改
定
と
、
六
価

ク
ロ
ム
化
合
物
水
質
基
準
見
直
し
の

検
討
だ
と
い
う
。「
ク
リ
プ
ト
対
策

指
針
の
見
直
し
は
、
い
わ
ゆ
る
レ
ベ

ル
４
の
原
水
に
対
し
て
ろ
過
＋
紫
外

線
を
適
用
す
る
も
の
で
す
。
６
月
に

検
討
会
で
認
め
ら
れ
、
今
後
、
早
め

に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
か
け
た

上
で
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
す
。
六

価
ク
ロ
ム
に
つ
い
て
は
先
日
の
内
閣

府
食
品
安
全
委
員
会
で
評
価
値
の
案

が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
す
る

と
現
行
の
基
準
値
を
厳
し
め
に
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
薬

類
の
分
類
見
直
し
も
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
ま
す
」

水
道
水
の
安
心
・
安
全
を
担
保
す

る
、
国
の
水
質
分
野
の
取
り
組
み
。

関
係
者
の
注
目
は
一
層
強
ま
り
そ
う

だ
。

◇

（
や
な
ぎ
だ
・
た
か
ひ
ろ
）
平
成
９

年
厚
生
省
入
省
（
生
活
衛
生
局
水
道

環
境
部
環
境
整
備
課
配
属
）。
環
境

省
土
壌
環
境
課
課
長
補
佐
、
水
環
境

課
課
長
補
佐
な
ど
を
歴
任
。
平
成



年
８
月
か
ら
国
土
交
通
省
自
動
車
局

環
境
政
策
課
地
球
温
暖
化
対
策
室
長

を
務
め
、
今
年
７
月
�
日
付
で
環
境

省
地
球
環
境
局
総
務
課
調
査
官
、
�

日
付
で
現
職
。
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
修
了
。
昭
和
�
年
１
月

生
ま
れ
。

趣
味
は
囲
碁
・
将
棋
。
幼
少
期
に

将
棋
盤
と
碁
盤
を
買
っ
て
も
ら
っ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
魅
力
の
虜

に
な
っ
た
。「
仕
事
も
あ
っ
て
最
近

は
対
局
し
て
い
な
い
」
と
の
こ
と
だ

が
、
読
み

を
鍛
え
る
た
め
通
勤
時

間
に
本
を
読
ん
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し

て
い
る
の
だ
と
か
。棋
力
は
…
不
明
。

Ｎ
Ｊ
Ｓ
、
東
亜
グ
ラ

ウ
ト
工
業
に
も

昨
年
度
創
設
さ
れ
た
こ
の

賞
。
受
賞
事
例
は

ベ
ス
ト

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

と
し
て
広

く
普
及
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。
現
場
で
の
工
夫
や

技
術
開
発
な
ど
各
分
野
で
の

優
れ
た
取
り
組
み
が
並
ぶ
。

式
典
の
開
催
に
あ
た
り
石
井

啓
一
・
国
土
交
通
大
臣
は
、

多
く
の
イ
ン
フ
ラ
が
急
速
に

老
朽
化
し
て
い
る
と
指
摘
し

「
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更

新
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
。
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

に
関
す
る
計
画
を
し
っ
か
り

策
定
し
た
上
で
、
知
恵
や
新

技
術
を
総
動
員
し
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

総
務
、
文
部
科
学
、
厚
生

労
働
、
農
林
水
産
、
国
土
交

通
、
防
衛
の
各
省
か
ら
大
臣

賞
、
特
別
賞
、
優
秀
賞
が
設

け
ら
れ
た
。
２
０
５
件
の
応

募
が
あ
っ
た
中
で
�
件
が
選

ば
れ
た
。

こ
の
う
ち
、「
厚
労
大
臣

賞
」
を
大
成
機
工
が
受
賞
。

不
断
水
で
設
置
可
能
な
継
手

部
補
強
金
具
に
よ
る
既
設
管

の
地
震
対
策
だ
。
本
格
開
始

後
す
で
に
２
０
０
０
組
以
上

の
豊
富
な
納
入
実
績
が
あ
る

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
。

式
に
は
鈴
木
仁
・
社
長
が
出

席
し
賞
状
を
受
け
取
っ
た
。

水
道
分
野
で
は
ほ
か
に
も

「
情
報
通
信
技
術
の
優
れ
た

活
用
に
関
す
る
総
務
大
臣

賞
」
を
松
江
市
上
下
水
道
局

が
受
賞
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し

オ
ー
プ
ン
型
遠
隔
監
視
シ
ス

テ
ム
を
構
築
、
広
域
的
に
水

道
施
設
の
運
転
・
維
持
管
理

す
る
取
り
組
み
。
市
町
村
合

併
や
水
道
事
業
の
統
合
に
よ

り
管
理
す
る
施
設
が
膨
大
に

な
る
中
、
率
先
し
て
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
効
率
化
を
図
っ
た

点
が
評
価
さ
れ
た
。
導
入
し

た
シ
ス
テ
ム
は
汎
用
性
の
高

い
も
の
だ
と
い
う
。
檀
上
で

川
原
良
一
・
松
江
市
上
下
水

道
事
業
管
理
者
が
拍
手
を
浴

び
た
。

下
水
道
分
野
の
取
り
組
み

も
粒
ぞ
ろ
い
。
Ｎ
Ｊ
Ｓ
（
下

水
道
管
路
等
の
閉
鎖
性
空
間

点
検
調
査
用
ド
ロ
ー
ン
に
係

る
開
発
）
が
国
交
省
が
設
け

た
特
別
賞
を
、
東
亜
グ
ラ
ウ

ト
工
業
（
ヒ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

工
法
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。

広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

（
Ｇ
Ｋ
Ｐ
）
が
企
画
・
監
修

す
る「
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
」

の
第
８
弾
の
配
布
が


日
か

ら
始
ま
っ
た
。
今
回
新
た
に

導
入
さ
れ
た
の
は
�
種
�
自

治
体
で
、
シ
リ
ー
ズ
累
計
４

１
８
種
３
６
４
自
治
体
と
な

っ
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ト
イ
レ

研
究
所
は
「
日
本
ト
イ
レ
ひ

と
大
賞
」
の
募
集
を
開
始
し

た
。
ト
イ
レ
環
境
や
排
泄
に

関
す
る
活
動
に
取
り
組
む
ひ

と
（
個
人
・
団
体
）
を
表
彰

す
る
。
今
回
で
３
回
目
。
応

募
期
間
は
９
月


日
ま
で
。

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
日
本

ト
イ
レ
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。

長
年
こ
の

分
野
の
記
者

と
し
て
取
材

を
行
っ
て
き

た
が
、
そ
れ

で
も
所
詮
は

素
人
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ

き
こ
と
は
多
く
、
と
り
わ

け
現
場
取
材
の
た
び
に
そ

れ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
▼

西
日
本
豪
雨
被
災
地
を
宮

島
金
沢
大
教
授
と
廻
っ
た

が
、
水
没
し
た
倉
敷
市
旧

真
備
町
の
浄
水
場
は
思
っ

た
程
の
ダ
メ
ー
ジ
は
な
か

っ
た
と
い
う
の
が
正
直
な

実
感
▼
浸
水
す
れ
ば
電
気

機
械
設
備
は
機
能
停
止
に

陥
り
、
そ
の
復
旧
に
は
時

間
を
要
す
る
も
の
と
思
っ

て
い
た
が
、
ポ
ン
プ
な
ど

は
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
に
出

し
て
直
ち
に
機
能
は
回

復
。
洗
え
ば
元
通
り
の
よ

う
な
設
備
も
あ
る
ら
し
い

▼
浸
水
時
に
深
刻
な
ダ
メ

ー
ジ
に
至
る
の
は
通
電
時

の
シ
ョ
ー
ト
ら
し
い
が
、

今
回
は
近
傍
の
ア
ル
ミ
工

場
爆
発
の
影
響
で
停
電
し

て
い
た
た
め
に
甚
大
な
被

害
に
は
至
ら
ず
▼
教
訓
と

し
て
は
、
浸
水
が
迫
っ
た

時
に
は
速
や
か
に
電
源
を

切
る
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で

大
丈
夫
な
も
の
と
そ
う
で

は
な
い
も
の
の
区
別
が
筆

者
に
は
で
き
な
い
。
勉
強

が
足
り
な
い
。
（

・
８
・

）

本号の特集

日
水
協
中
国
四
国
地
方
支
部
総
会


～

面

電
気
学
会
産
業
応
用
部
門
大
会


～

面

【
グ
ラ
ビ
ア
】
組
織
と
人
（
水
道
）

水道産業新聞社
大阪本社 電話（０６）６３７３－３６０３

FAX（０６）６３７３－３６３３
〒５３１―００７２大阪市北区豊崎２―７―９
東京本社 電話（０３）６４３５－７６４４

FAX（０３）３４３８－００２５
〒１０５―０００３東京都港区西新橋３―５―２

第第
２２
回回
イイ
ンン
フフ
ララ
メメ
ンン
テテ
ナナ
ンン
スス
大大
賞賞

上
下
水
道

老
朽
化
に
立
ち
向
か
う

国
交
省
特
別
賞
を
受
賞
し

た
Ｎ
Ｊ
Ｓ

東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
に
は

国
交
省
優
秀
賞

厚厚労労大大臣臣賞賞にに「「不不断断水水」」大大成成機機工工

松松江江市市上上下下水水道道局局ににはは総総務務大大臣臣賞賞
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常常にに安安心心・・安安全全 関関係係者者にに感感謝謝

柳柳田田 貴貴広広氏氏

厚生労働省水道課

水道水質管理官

この人に聞く
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